
純利益

1億2,240万円

受水費

6億7,950万円

減価償却費

4億5,667万円

人件費

1億7,306万円

修繕費

8,345万円

支払利息

6,822万円

受託工事費

１億556万円

資産減耗費

299万円

動力費ほか

3億3,674万円

特別損失

125万円

水道料金

16億8,065万円

受託工事収益

1億859万円

一般会計補助金

124万円

長期前受金戻入

1億6,322万円

特別利益

12万円

下水道使用料徴

収受託料ほか

7,602万円

収益的収入

20億2,984万円

収益的支出

19億744万円

◆給水量と給水人口の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆収益的収支（消費税抜き）          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※万単位未満は四捨五入としているため、差し引きは一致しない場合があります。 

 

収益的収支は、お客さまからいただいた水道料金や給水管の引き込み工事代金などの収入と、各家庭や店

舗・会社・工場等へ水道水をお届けするためにかかる費用や給配水管の工事費、企業債の支払利息、減価償

却費などの支出からなります。 



収入は、給水収益（水道料金）が 16億 8,065万円、給水管の引き込み工事料などの受託工事収益が 1億

859万円、一般会計からの補助金が 124万円、特別利益が 12万円、下水道使用料徴収受託料などその他の

収益が 7,602万円、現金を伴わない長期前受金戻入が 1億 6,322万円で、総額は 20億 2,984万円となりまし

た。 

一方、支出は、京都府営水道の受水費が 6億 7,950万円、減価償却費が 4億 5,667万円、人件費が 1億

7,306万円、修繕費が 8,345万円、支払利息が 6,822万円、受託工事費が 1億 556万円、資産減耗費が 299

万円、特別損失が 125万円、動力費ほかの費用が 3億 3,674万円で、総額は 19億 744万円となりました。 

この結果、収益的収支は、1億 2,240万円の純利益となりました。前年度繰越利益剰余金 51億 9,999万円と

合わせ、未処分利益剰余金 53億 2,239万円を翌年度へ繰越すこととなりました。 

 

 

◆収益的収支の対前年度比較（消費税抜き） 
（単位：万円、％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※万単位未満は四捨五入としているため、差し引きは一致しない場合があります。 

 

区分 R２年度 R 元年度 増減額 増減率 

収益的収入 202,984 210,910 △ 7,926 △ 3.76 

  水道料金 168,065 172,616 △ 4,551 △ 2.64 

  受託工事収益 10,859 9,632 1,227 12.74 

  一般会計補助金 124 3,413 △ 3,289 △ 96.37 

  下水道料金徴収受託料ほか 7,602 8,251 △ 649 △ 7.87 

  長期前受金戻入 16,322 16,853 △ 531 △ 3.15 

  特別利益 12 145 △ 133 △ 91.72 

純損失 ― ― ― ― 

収益的支出 190,744 196,316 △ 5,572 △ 2.84 

  受水費 67,950 72,690 △ 4,740 △ 6.52 

  減価償却費 45,667 47,374 △ 1,707 △ 3.60 

  人件費 17,306 17,562 △ 256 △ 1.46 

  修繕費 8,345 7,815 530 6.78 

  支払利息 6,822 7,350 △ 528 △ 7.18 

  受託工事費 10,556 8,595 1,961 22.82 

  資産減耗費 299 496 △ 197 △ 39.72 

  動力費ほか 33,674 34,352 △ 678 △ 1.97 

  特別損失 125 82 43 52.44 

純利益 12,240 14,594 ― ― 



H28 H29 H30 R元 R2

純利益（損失） 20,063 14,663 18,503 14,594 12,240

繰越利益剰余金 472,239 486,902 505,405 519,999 532,239
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純利益（損失） 繰越利益剰余金

企業債

3億9,170万円

加入金

5,271万円

分担金

5,904万円

不足額の補てん

（損益勘定留保資金等）

3億7,446万円

建設改良費

5億9,293万円

企業債償還金

2億6,600万円

資本的収入

5億345万円

資本的支出

8億5,893万円

◆純利益（損失）と繰越利益剰余金の推移 

                                                     （単位：万円） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

    ※グラフの金額は万円未満を四捨五入しています。 

 

◆資本的収支（消費税込み） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※万単位未満は四捨五入としているため、差し引きは一致しない場合があります。 



 

資本的収支は、資金の借入（企業債）や工事分担金などの収入と、水道施設の新設・更新工事などに係る

費用や企業債の元金償還に要する経費などの支出からなります。 

令和 2年度は、大門橋下流水管橋架替工事、天神３丁目他地内配水管布設替工事その 5、勝竜寺地内（大

門橋右岸）送水管布設替工事、勝竜寺地内送水管布設替工事その 2、長岡 1丁目軌道下既設管内配管工事

などを行いました。これに固定資産取得費と事務費、リース債務支払額を合わせ建設改良費は 5億 9,293万円

となりました。また、企業債の元金償還金が 2億 6,600万円で、支出総額は 8億 5,893万円となりました。 

これらに充当する資金として、企業債(借入金)が 3億 9,170万円、加入金が 5,271万円、分担金が 5,904万

円で、収入総額は 5億 345万円となりました。収入総額（繰越工事資金 1,898万円を除く）から支出総額を差し

引いた額は、3億 7,446万円の不足額となり、損益勘定留保資金（減価償却費などの現金を伴わない費用）な

どで補てんしました。 

 

 

◆資本的収支の対前年度比較（消費税込み） 
（単位：万円、％） 

区分 R2 年度 R 元年度 増減額 増減率 

資本的収入 50,345 26,859 23,486 87.44 

  企業債 39,170 16,500 22,670 137.39 

  加入金 5,271 9,247 △ 3,976 △ 43.00 

  分担金 5,904 1,112 4,792 430.94 

資本的支出 85,893 51,503 34,390 66.77 

  企業債償還金 26,600 25,147 1,453 5.78 

  建設改良費 59,293 26,356 32,937 124.97 

資本的収支不足額 37,446 26,681 10,765 40.35 

※万単位未満は四捨五入としているため、差し引きは一致しない場合があります。 


